
～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

（敬称略）

▶優勝 高橋慈
▶準優勝 石郷岡夏音

　9 月 7 日に行われた同大会で、ECCジュニア武家屋敷通り教室の
生徒 2 人が受賞しました。県大会優勝者は、全国大会へと続く 2 次
審査から挑戦することができます。
　昨年、全国大会に出場した高橋さんは、今年も連続出場を目指し
ます。

ECC ジュニア 中学生英語暗誦（あんしょう）大会 秋田県大会

▶男子6年生の部 優勝 武藤小太郎（神代小学校6年）
▶同 5年生の部 3位 高橋颯太・西宮隆生ペア（西明寺小学校５年）
▶同４年生以下の部 3位 江橋樹（西明寺小学校４年）
▶女子６年生の部 2位 江橋楓（西明寺小学校６年）

　8月17日に開催された同大会で、仙北市ソフトテニスジュニ
アから５人が入賞し、10月12日に福島県で開催される東北大
会出場の切符を手にしました。

第23回秋田県小学生秋季ソフトテニス大会

【第74回秋田県中学校総合体育大会】
▶柔道 男子個人90kg級 3 位 斎藤輝愛（角館中）
▶男子低学年4×100m リレー 4 位 角館中学校

（藤元颯汰、藤枝諒、藤川湊、叶陽色、飯島新太）

【第48回東北中学校柔道大会】
▶柔道 女子個人57kg級 1位 佐藤伊咲季（神代中）
▶同 70kg超級 5 位 黒澤葵（角館中）

　角館・神代中学校の生徒がこの夏、全県総体・東北大
会で好成績を収めました。

第74回秋田県中学校総合体育大会・第48回東北中学校柔道大会

第55回大曲仙北中学校田沢湖一周駅伝競走大会
第30回大曲仙北中学校田沢湖女子駅伝競走大会

第
１
０
０
回
秋
田
県
畜
産
共
進
会
で

最
高
賞
を
受
賞

　
８
月
24
日
に
あ
き
た
総
合

家
畜
市
場
で
「
第
１
０
０
回

秋
田
県
畜
産
共
進
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら

は
、
角
館
町
白
岩
の
相
馬
勲

さ
ん
が
第
6
類
（
成
雌
の
２
）

の
部
に
出
品
し
た
「
こ
ま
く

さ
１
０
３
号
」
と
、
田
沢
湖

生
保
内
の
（
株
）
チ
ク
テ
ッ

ク
さ
ん
が
第
5
類
（
成
雌
の

１
）
の
部
に
出
品
し
た
「
は
ぁ

ち
ゃ
ん
号
」
の
2
頭
の
出
品

牛
が
各
区
分
で
優
等
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
等
賞
の
中
か
ら
最
高
賞
を
決
め
る
選
考
会
で
は
、

相
馬
勲
さ
ん
が
出
品
し
た
「
こ
ま
く
さ
１
０
３
号
」
が
最
高
賞

で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、
秋
田
県
知
事
賞
を
受
賞
し
、（
株
）

チ
ク
テ
ッ
ク
さ
ん
が
出
品
し
た
「
は
ぁ
ち
ゃ
ん
号
」
が
東
北
農

政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

第
１
部 

肉
用
牛

▼
第
１
類
（
育
成
雌
） 

２
等
賞
２
席 

に
お
う
５
３
９
号 

相
馬
勲

（
角
館
町
） 

▼
第
2
類
（
若
雌
の
1
） 

２
等
賞
４
席 

こ
ま
く
さ

１
１
７
号 

小
原
洋
一
（
田
沢
湖
）
▼ 

第
５
類
（
成
雌
の
1
） 

優

等
賞
１
席
・
東
北
農
政
局
長
賞 

は
ぁ
ち
ゃ
ん
号 (

株)

チ
ク
テ
ッ

ク
（
田
沢
湖
） 

▼
第
６
類
（
成
雌
の
2
） 

優
等
賞
１
席
・
農
林
水

産
大
臣
賞
・
秋
田
県
知
事
賞 

こ
ま
く
さ
１
０
３
号 

相
馬
勲
（
角

館
町
）

第
１
０
０
回
秋
田
県
畜
産
共
進
会
で

最
高
賞
を
受
賞

　
８
月
24
日
に
あ
き
た
総
合

家
畜
市
場
で
「
第
１
０
０
回

秋
田
県
畜
産
共
進
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら

は
、
角
館
町
白
岩
の
相
馬
勲

さ
ん
が
第
6
類
（
成
雌
の
２
）

の
部
に
出
品
し
た
「
こ
ま
く

さ
１
０
３
号
」
と
、
田
沢
湖

生
保
内
の
（
株
）
チ
ク
テ
ッ

ク
さ
ん
が
第
5
類
（
成
雌
の

１
）
の
部
に
出
品
し
た
「
は
ぁ

ち
ゃ
ん
号
」
の
2
頭
の
出
品

牛
が
各
区
分
で
優
等
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
優
等
賞
の
中
か
ら
最
高
賞
を
決
め
る
選
考
会
で
は
、

相
馬
勲
さ
ん
が
出
品
し
た
「
こ
ま
く
さ
１
０
３
号
」
が
最
高
賞

で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
と
、
秋
田
県
知
事
賞
を
受
賞
し
、（
株
）

チ
ク
テ
ッ
ク
さ
ん
が
出
品
し
た
「
は
ぁ
ち
ゃ
ん
号
」
が
東
北
農

政
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

第
１
部 

肉
用
牛

▼
第
１
類
（
育
成
雌
） 

２
等
賞
２
席 

に
お
う
５
３
９
号 

相
馬
勲

（
角
館
町
） 

▼
第
2
類
（
若
雌
の
1
） 

２
等
賞
４
席 

こ
ま
く
さ

１
１
７
号 

小
原
洋
一
（
田
沢
湖
）
▼ 

第
５
類
（
成
雌
の
1
） 

優

等
賞
１
席
・
東
北
農
政
局
長
賞 

は
ぁ
ち
ゃ
ん
号 (

株)

チ
ク
テ
ッ

ク
（
田
沢
湖
） 

▼
第
６
類
（
成
雌
の
2
） 

優
等
賞
１
席
・
農
林
水

産
大
臣
賞
・
秋
田
県
知
事
賞 

こ
ま
く
さ
１
０
３
号 

相
馬
勲
（
角

館
町
）

　
8
月
28
日
、
田
沢
湖
畔
で
「
第
55
回
大
曲
仙

北
中
学
校
田
沢
湖
一
周
駅
伝
競
走
大
会
」
お
よ

び
「
第
30
回
大
曲
仙
北
中
学
校
田
沢
湖
女
子
駅

伝
競
走
大
会
」
が
行
わ
れ
、
男
子
15
校
22
チ
ー

ム
、
女
子
12
校
18
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
男
子
（
6
区
間
14
・
９
㎞
）
は
角
館
Ａ
が
48

分
37
秒
で
優
勝
、
神
代
が
50
分
40
秒
で
第
4
位

に
な
り
ま
し
た
。
女
子
（
５
区
間
10
・
1
㎞
）

は
美
郷
Ａ
が
36
分
32
秒
で
優
勝
、
角
館
Ａ
が
37

分
12
秒
で
第
2
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
中
学
校
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
】
1
位 

角
館
Ａ
／
4
位 

神
代
／
8
位 

角
館
Ｂ
／
17
位 

西
明
寺
／
18
位 

生
保
内
Ａ
／

22
位 

生
保
内
Ｂ

【
女
子
】
2
位 

角
館
Ａ
／
6
位 

角
館
Ｂ
／
10
位 

生
保
内
／
16
位 

西
明
寺

堂
々
1
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
角
館
Ａ
の
選
手
。

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿

　8 月 15 日、 佐藤直子さん （角館町白岩） が

１００歳の誕生日を迎えられ、 仙北市からお祝いが

贈られました。

佐藤直子佐藤直子さんさん

写真左から江橋楓さん、江橋樹さん、武藤小太郎さん、西宮隆生さん、高橋
颯太さん。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

４
０
０
年
以
上
続
く
伝
統
行
事

　
９
月
７
日
か
ら
９
日
、「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

の
1
つ
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事（
角

館
の
お
祭
り
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
7
日
は
、
各
丁
内
か
ら
武
者
人
形
や
歌
舞
伎

人
形
を
の
せ
た
18
台
の
曳
山
が
角
館
總
鎭
守
神

明
社
を
目
指
し
て
出
発
。
全
曳
山
が
神
明
社
前

に
並
び
参
拝
す
る
風
景
は
圧
巻
で
す
。

　
８
日
に
は
、
御
座
所
に
て
佐
竹
北
家
当
主
に

各
丁
内
の
お
や
ま
囃
子
と
艶
や
か
な
手
踊
り
を

上
覧
。
合
わ
せ
て
お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
角
館
こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
小
若

曳
山
も
神
明
社
を
目
指
し
運
行
。「
オ
イ
サ
ー
」

の
元
気
な
声
が
町
中
に
響
き
ま
し
た
。

　
午
後
3
時
か
ら
、
町
内
8
か
所
で
観
光
用
の

や
ま
ぶ
っ
つ
け
が
行
わ
れ
、
そ
の
勇
壮
さ
に
詰

め
か
け
た
大
勢
の
観
光
客
も
歓
声
を
上
げ
て
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
、

各
曳
山
は
薬
師
堂
へ
参
拝
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
9
日
は
、
曳
山
同
士
が
道
で
出
会

う
と
、
通
行
の
優
先
権
を
め
ぐ
る
交
渉
を
繰
り

返
し
、
決
裂
す
る
と
実
力
で
通
る
本
番
の
や
ま

ぶ
っ
つ
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
車
の
先
頭
部

を
持
ち
上
げ
斜
め
に
な
っ
た
曳
山
同
士
が
豪
快

に
衝
突
す
る
と
、
曳
山
を
曳
く
若
者
ば
か
り
で

は
な
く
、
見
物
す
る
人
を
も
魅
了
す
る
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

角館こども園の小若曳山が、元気に神明社へ向かいます。

角
館
祭
り
の

や
ま
行
事
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令
和
7
年
度

　
　
　
　
　
お
や
ま
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

　
8
月
27
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
仙
北
市
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
、
仙
北
市
遺
族
連
合
会
会
長
を

は
じ
め
、
市
長
、
市
議
会
議
員
、
遺
族
の
方
々
な

ど
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
開
会
の
辞
に
続
き
、
黙
祷
、
追
悼

の
こ
と
ば
、
来
賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
、
参
列
者

に
よ
る
献
花
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
静
粛
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
参
列
者
は
戦

没
者
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
平
和
へ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

浅利美智子 さん
☎ 48-2288

西
木
（
高
屋
、
畑
中
、
山
口
）

地
区
担
当 新しい民生委員・児童委員を

紹介します

　令和 7 年 7 月 23 日付けで、厚生労働大臣から委嘱状が交付さ
れました。
　地域福祉の向上のため活動する民生委員・児童委員を紹介しま
す。お気軽に、ご相談ください。

仙北市戦没者
　　　　追悼式

　
９
月
８
日
、
佐
竹
北
家
上
覧
時
に
各
丁

内
の
曳
山
が
一
堂
に
会
し
、
お
や
ま
囃
子

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
各

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
囃
子
部
門
】
▼
秋
田
県
知
事
賞 

西
部
若

者 
秋
月
会 

代
表 

藤
原
勇
悦 

▼
仙
北
市
長

賞 

七
日
町
丁
内 

わ
ら
び
座 

代
表 

小
沢
剛 

▼
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
長
賞 

中
央
通
り 

奏
雅
扇
舞
会 
代
表 
藤
井
哲
也 

▼
田
沢
湖
・

角
館
観
光
協
会
長
賞 
西
勝
楽
町
若
者 

秋
月

会 

代
表 

古
郡
力 

▼
仙
北
市
商
工
会
長
賞 

東
部
若
者 

角
館
お
や
ま
ば
や
し
櫻
義
会 

代

表 

高
橋
透

【
手
踊
り
部
門
】
▼
秋
田
県
知
事
賞 
西
部
若

者 

藤
美
会 

代
表 

藤
原
ミ
サ
子 

▼
仙
北
市

長
賞 

本
町
通
り 

高
橋
キ
ヌ
子
社
中 

代
表 

佐
藤
か
お
り 

▼
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
長

賞 

七
日
町
丁
内 

藤
美
会 

代
表 

藤
原
ミ
サ

子 

▼
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
長
賞 

西
勝

楽
町
若
者 

藤
美
会 

代
表 

藤
原
ミ
サ
子 

▼

仙
北
市
商
工
会
長
賞 

東
部
若
者 

渡
部
幸
子

社
中 

代
表 

渡
部
幸
子

９
日
に
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
実
行
委
員
会
本
部

前
で
実
施
し
た
表
彰
式
の
様
子
。

市
制
20
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
大
学
応
援
団
成
果
発
表
会

　
明
治
大
学
応
援
団
は
8
月
30
日
か
ら
9
月
8
日
、
田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
夏
合
宿
を
行

い
、
6
日
に
は
仙
北
市
民
会
館
で
成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
市
民
が
来
場
し
、
温
か
な
声
援
の
中
、
吹
奏
楽
部
、
バ
ト
ン・チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
部
、
応
援
指
導
班
が
そ
れ
ぞ
れ
舞
台
に
立
ち
、
練
習
の
成
果
を
堂
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
部
は
大
音
量
で
迫
力
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
、
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

は
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
技
と
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
応
援
指
導
班
は

キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
き
と
力
強
い
発
声
で
会
場
の
熱
気
を
高
め
、
ス
テ
ー
ジ
全
体
が
一
体
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
会
場
い
っ
ぱ
い
に
拍
手
喝
采
が
広
が
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

茨
城
県
常
陸
太
田
市

　
　
　
　
　
　
　
市
民
交
流
団
訪
問

　
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
開
催
期
間
の
9
月
8
日
と
9
日
の
2

日
間
、
有
縁
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
茨
城
県
常
陸
太
田
市
の
藤

田
市
長
お
よ
び
市
民
交
流
団
37
人
が
仙
北
市
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
武
家
屋
敷
通
り
を
散
策
し
、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
で
は
、
佐

竹
北
家
上
覧
や
、
や
ま
ぶ
っ
つ
け
の
見
学
を
し
た
ほ
か
、
田
沢
湖

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
の
見
学
や
田
沢
湖
遊
覧
船
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
3
年
ぶ
り
の
訪
問
と
な
り
仙
北
市
の
魅
力
を
堪
能
し
て
い
ま
し

た
。

（
画
像
右
）
バ
ト
ン
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
の
練
習
風
景
。（
画
像
左
）

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
技
と
息
の
合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
。

応
援
指
導
班
が
力
強
く
校
旗
を
掲
げ
る
。
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が
、
そ
れ
以
降
に
衰
退
し
て
い
く
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
は
庭
な
ど
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
を
植
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
最
近
花
が
咲
か
な

く
な
っ
て
き
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
え
ら
れ
て
い
る

桧
木
内
川
堤
で
す
が
、
令
和
7
年
現
在
で
樹
齢

90
年
を
超
え
て
い
る
の
で
、
か
な
り
高
齢
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
幹
が
腐
朽
し
て
お
り
、
こ
の

ま
ま
手
を
か
け
な
け
れ
ば
や
が
て
衰
退
し
、
枯

れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
今
年
の
春
に
角
館
中
学

校
の
生
徒
さ
ん
と
協
力
し
て
1
本
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
幹
断
面
の
約
50
％

が
腐
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
文
化

財
課
で
は
、
そ
の
高
齢
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿

命
を
延
ば
す
よ
う
な
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
の
師
匠
に
あ
た
る
先
代
の
樹
木
医
の
黒

坂
登
さ
ん
（
元
仙
北
市
職
員
）
は
、
リ
ン
ゴ
の

剪
定
技
術
を
応
用
し
積
極
的
に
桜
を
剪
定
す
る

弘
前
公
園
の
管
理
方
法　
　

 

を
学
び
、
角
館

に
導
入
し
ま
し
た
。
昔
は
「
桜
切
る
馬
鹿
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
桜
は
剪
定
し
な
い
の
が
常
識

で
し
た
が
、
今
は
少
し
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
た

し
か
に
、
剪
定
し
て
傷
口
が
で
き
る
と
、
そ
こ

か
ら
菌
が
侵
入
し
て
幹
の
内
側
が
腐
り
や
す
い

で
す
。
し
か
し
、
病
気
の
枝
や
枯
れ
枝
を
放
置

す
る
こ
と
は
桜
の
た
め
に
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
剪
定
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に

反
応
し
て
新
し
い
若
い
枝
を
出
し
て
く
れ
ま

す
。
古
い
枝
は
あ
ま
り
花
芽
の
付
き
が
よ
く
な

い
の
で
、
積
極
的
に
剪
定
し
て
新
し
い
若
い
枝

を
出
さ
せ
る
こ
と
で
、
古
木
に
な
っ
て
も
常
に

若
々
し
い
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に

寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で

　
仙
北
市
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
文
化

財
課
の
技
師
で
樹
木
医
の
板
橋
朋
洋
で
す
。
前

回(

広
報
8
月
号)

は
角
館
の
サ
ク
ラ
の
歴
史

の
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
国
指
定
名

勝
「
桧
木
内
川
堤(

サ
ク
ラ)

」
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ(Cerasus 

× 
yedoensis 

‘Som
ei-yoshino

．)

と
い
う

品
種
の
桜
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
は
日
本
の
桜
を
代
表
す
る
品
種
で
、
北
海

道
南
部
か
ら
九
州
に
至
る
各
地
に
植
栽
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
桜
は
江
戸
時
代
に
起
源
が
あ

り
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
と
エ
ド
ヒ
ガ
ン
と
い
う

桜
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
作
り
出
さ
れ
た
栽

培
品
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
長
が
早
く
、
豪

華
な
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
お
花

見
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
病
気
に
弱
く
内
側
の
木
材
が
腐
り
や
す
い

こ
と
か
ら
、
約
60
年
で
寿
命
を
迎
え
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
丁
寧
に
管
理
す
る

こ
と
で
こ
の
寿
命
は
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
現
存
す
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
中
で
は
、
明

治
11
～
13
年
の
頃
に
植
え
ら
れ
た
、
福
島
県
の

開
成
山
公
園
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
最
高
齢
と
さ

れ
て
い
ま
す　
　

 

。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と

も
１
５
０
年
く
ら
い
ま
で
は
手
を
か
け
れ
ば
寿

命
を
延
長
で
き
そ
う
で
す
。
も
し
ほ
と
ん
ど
手

を
か
け
な
か
っ
た
場
合
、
ど
う
や
ら
樹
齢
40
年

く
ら
い
ま
で
は
普
通
に
お
花
見
が
で
き
ま
す

桧
木
内
川
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

管
理
に
つ
い
て

仙北市文化財課
樹木医　板橋朋洋

す
。
桧
木
内
川
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
、
こ

れ
ま
で
太
い
幹
も
思
い
切
っ
て
剪
定
し
て
き

ま
し
た
が
、
も
し
か
し
た
ら
、
今
の
桜
の
姿

を
み
て
「
痛
々
し
い
」「
ど
う
し
て
こ
ん
な
切

り
方
を
す
る
の
か
」
と
思
う
方
が
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
思
い
切
っ
た

剪
定
は
、
桜
を
遺
す
た
め
に
あ
え
て
そ
う
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
腐
っ
た
幹
を
残
し
て
い

る
と
倒
木
の
危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。
樹
木

に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
こ
と
も
樹
木
医
の
仕
事

で
す
の
で
、
安
全
に
お
花
見
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
も
、
今
後
も
積
極
的
に
剪
定

し
て
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
若
返
ら
せ
ま
す
。

第
2
回

宮城県仙台市出身。
角館の桜の保存管理業務などを担当。

参
考
文
献
：

　
　
三
瓶
保
之
（
２
０
１
８
）「
郡
山
市
開
成
山 

公
園
内
の
高
齢
，
染
井
吉
野
，
に
対
す
る
樹

齢
の
検
証
」
樹
木
医
学
研
究 

22
：
１
９
５-

１
９
８
．

　
　
橋
場
真
紀
子
（
２
０
２
４
）「
サ
ク
ラ
の

弘
前
公
園
」
樹
木
医
学
研
究 

28
：
１
０
２-

１
０
９
．

※
1

※
2

※
1

※
2

　
さ
て
、
今
回
は
桧
木
内
川
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
実
は
こ

の
記
事
と
同
じ
広
報
10
月
号
の
4
ペ
ー
ジ
に
、

施
肥(

秋
肥
え)

参
加
者
募
集
の
記
事
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
文
化
財
課
で
は
毎

年
春
に
、
角
館
中
学
校
と
大
曲
支
援
学
校
せ

ん
ぼ
く
校
の
生
徒
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
桜
に
肥
料
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
秋
の
施
肥
も
実
施
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
、
冬
か
ら

春
に
か
け
て
、
剪
定
し
て
発
生
す
る
木
材
や
、

花
芽
の
付
い
た
枝
、
破
砕
し
た
チ
ッ
プ
な
ど
を

無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。
花
芽
の
付
い
た
枝
は

水
に
差
し
て
お
け
ば
家
で
も
お
花
見
が
楽
し
め

ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
宝
で
あ
る
角
館
の
サ

ク
ラ
を
守
り
た
い
で
す
。
次
回
は
広
報
12
月
号

で
角
館
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　子育て支援事業として、子どもの孤食への対応や居場
所作りを主としている「子ども食堂（食彩舞桜）」へか
き氷機などを寄贈しました。
　7 月 25 日に開催した「子ども食堂」では、自分たち
で楽しみながらかき氷を作ったり、高校生が小学生のか
き氷作りをサポートし、 みんなでおいしく味わう姿が見
られました。今年は特に暑さが厳しいなか、冷たいかき
氷は大好評で、参加した子どもたちからは喜びの声が寄
せられています。

一般財団法人 角館感恩講
「子ども食堂」へかき氷機などを寄贈

田沢湖地方猟友会
クレー射撃大会

第5回角館猟友会
クレー射撃大会

　7 月 20 日、田沢湖クレー射撃場で令和 7 年度第 5 回
角館猟友会クレー射撃大会が開催されました。
　大会の結果は次のとおりです。

（敬称略・1 ラウンド 25 個撃ち）
▶優勝 荒木博 21 点
▶準優勝 菅原清一 20 点
▶第 3 位 鈴木治 19 点
▶第 4 位 笹渕誠 19 点
▶第 5 位 伊澤芳郎 18 点
▶ブービー賞 後藤国男

　8 月 24 日、宮城県の名取市文化会館で東北北海道メ
ンズフィジーク選手権が開催されました。
　この「メンズフィジーク」は海で似合う体がコンセプ
トの競技です。引き締まった体はもちろん、健康的で爽
やかな雰囲気、清潔感、所作などを含めた全体のスタイ
ルを競うもので、北海道と東北各県から 4 つのカテゴ
リーに約 50 人が出場しました。
　この大会に出場した倉橋大地さん（田沢湖生保内）は、
168cm 以下級のカテゴリーで 2 位となりました。
　昨年 12 月から、大仙市でパーソナルトレーニングジ
ムを運営している倉橋さんは「健康寿命のカギは筋肉と
言われている。トレーニングの正しいやり方や素晴らし
さを伝えていくことで、地域の方々の健康促進に貢献し
ていきたい」と話しました。

　8 月 14 日、田沢湖地方猟友会の有害駆除等安全と技
術向上の一環として、クレー射撃大会が開催され、18 人
が出場しました。
　大会の結果は次のとおりです。

（敬称略・15 枚× 2 ラウンド )
▶優勝 佐々木徹 26 点
▶準優勝 田口和広 22 点
▶第 3 位 羽川正樹 19 点

写真左から真崎会長、羽川さん、佐々木さん、田口さん。

倉橋大地さん
メンズフィジーク選手権で2位に輝く

写真左から角館猟友会長の笹渕さん、 後藤さん、 荒木さん、原さん、 鈴木さん、 
伊澤さん。
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